


























































































































































番号 年月日 タイトル【内容補記】 形式 典拠
1 昭和15年 9 月 4 日 総長訓辞案（開始之際）・訓示案（終了之際）【集団的勤労作業】 手書き（坂本） ①
2 昭和16年 2 月 7 日 弔辞（故山川教授告別式於医学部中央講堂） タイプライター ①
3 昭和16年 2 月11日 紀元節式典訓辞案 手書き（坂本） ①
4 昭和16年 2 月11日 紀元節式典訓辞 手書き ①
5 昭和16年 2 月11日 総長訓辞【皇紀2601年紀元節式典】 タイプライター ①
6 昭和16年 2 月24日 祝辞（宮城県青少年団結成式於宮城県会議事堂） タイプライター ①
7 昭和16年 3 月 5 日 祝辞（育英中学校卒業式） タイプライター ①
8 昭和16年 3 月 8 日 祝辞（東北学院卒業式） タイプライター ①
9 昭和16年 3 月10日 祝辞（仙台市青少年団結成式） タイプライター ①
10 昭和16年 3 月12日 祝辞（仙台高等工業学校卒業式） タイプライター ①
11 昭和16年 3 月16日 祝辞（東北帝国大学医学部同窓会発会式） タイプライター ①
12 昭和16年 4 月28日 祝辞【仙台地方航空機乗員養成所開所式】 タイプライター ①
13 昭和16年 5 月 1 日 宣誓式告辞（昭和十六年五月一日） タイプライター ①
14 昭和16年 5 月 2 日 祝辞（仙台市制施行五十三周年記念式祝辞） タイプライター ①
15 昭和16年 5 月 4 日 式辞（五月四日）【第17回東北学生馬術競技大会】 タイプライター ①
16 昭和16年 5 月 9 日 東北文化運動の意義【放送原稿】 タイプライター ①
17 昭和16年 5 月22日 告辞（五月二十二日勅語奉読式） タイプライター ①
18 昭和16年 6 月 1 日 祝辞【松下の碑建立】 タイプライター ①
19 昭和16年 6 月 4 日 東北美術家協会発会式祝辞　昭和十六年六月四日於ブラザー軒 タイプライター ①
20 昭和16年 6 月 6 日 祝辞案（県立第一中学校創立五十周年記念式） タイプライター ①
21 昭和16年 6 月 6 日 祝辞（人口問題東北地方協議会） タイプライター ①
22 昭和16年 6 月 9 日 祝辞【宮城県中等学校報告団結成式】 タイプライター ①
23 昭和16年 6 月21日 祝辞（市立仙台中学校清祓式並落成式） タイプライター ①
24 昭和16年 6 月22日 報国会帆走部発会式に於ける式辞 タイプライター ①
25 昭和16年 7 月 7 日 告辞（昭和十六年七月七日支那事変満四周年記念日） タイプライター ①
26 昭和16年 7 月24日 祝辞（宮城県実業教育振興会発会式） タイプライター ①
27 昭和16年 8 月10日 式辞【農学研究所女川実験所研究調査船こがね丸進水式） タイプライター ①
28 昭和16年 9 月20日 公開講演会挨拶（日本諸学振興委員会公開講演会） タイプライター ①
29 昭和16年10月 3 日 訓辞（十月三日勅語奉読式） タイプライター ①
30 昭和16年10月 4 日 祭文【日中戦争戦没者慰霊祭】 タイプライター ①
31 昭和16年10月 7 日 訓辞（十月七日報国隊結成式） タイプライター ①
32 昭和16年10月 7 日 防護団査閲訓辞（十月七日） タイプライター ①
33 昭和16年10月31日 総長挨拶（本多記念館献納式） タイプライター ①
34 昭和16年11月 2 日 祝辞（日本金属学会賞授与式） タイプライター ①
35 昭和16年11月 4 日 総長挨拶（中等教員養成長期講習会） タイプライター ①
36 昭和16年11月 8 日 祝辞（日本化学研究会創立十五周年記念会） タイプライター ①
37 昭和16年12月 7 日 祝辞案【仙台市国民学校音楽コンクール優勝記念合唱祭】 タイプライター ①
38 昭和16年12月 9 日 訓辞【対米英宣戦布告に関する詔書奉読式】 タイプライター ①
39 昭和16年12月26日 祝辞案（東北薬専第一回卒業式） タイプライター ①
40 昭和16年12月27日 祝辞案（思想国防報国隊結成式） タイプライター ①
41 昭和16年12月28日 告辞【第29回卒業証書授与式】 タイプライター ①
42 昭和16年12月28日 岡田前中央気象台長紹介（十二月廿八日） タイプライター ①
43 昭和17年 2 月 1 日 弔辞案【法文学部助教授鈴木権三郎の病死】 タイプライター ①
44 昭和17年 2 月 1 日 式辞（日本氷上剣道会宮城支部発会式） タイプライター ①
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45 昭和17年 2 月10日 弔辞【名誉教授関口蕃樹の病死】 タイプライター ①
46 昭和17年 2 月18日 挨拶（大東亜戦争戦捷第一次祝賀記念講演会） タイプライター ①
47 昭和17年 2 月18日 戦捷第一次祝賀式挨拶　昭和十七、二、十八日　於評定河原 タイプライター ①
48 昭和17年 3 月 9 日 祝辞案（機械化国防協会東北支部発会式） タイプライター ①
49 昭和17年 3 月 9 日 祝辞案（育英中学校卒業式） タイプライター ①
50 昭和17年 3 月21日 挨拶案（藤原松三郎教授謝恩会） タイプライター ①
51 昭和17年 4 月 1 日 告辞【入学宣誓式告辞】 タイプライター ①
52 昭和17年 4 月 2 日 挨拶案【臨時附属医学専門部の入学式】 タイプライター ①
53 昭和17年 4 月18日 仙台陸軍病院第七十二回創立記念式挨拶案（四月十八日） タイプライター ①
54 昭和17年 4 月21日 国民学校教員長期講習会終了式祝辞案 タイプライター ①
55 昭和17年 4 月22日 御親閲拝受一週年記念式祝辞案（四月廿二日） タイプライター ①
56 昭和17年 5 月 3 日 式辞【第18回東北学生馬術競技開催】 タイプライター ①
57 昭和17年 5 月 3 日 機甲訓練所入所式祝辞案（五月二日） タイプライター ①
58 昭和17年 5 月22日 勅語奉読式告辞（五月二十二日） タイプライター ①
59 昭和17年 5 月　日 故栗生教授告別式弔辞案【法文学部教授栗生武夫の病死】 タイプライター ①
60 昭和17年12月16日 弔辞案【東北帝国大学書記飯坂春雄の病死】 タイプライター ②
61 昭和18年 1 月18日 弔辞案【金属材料研究所経理係長砂金武雄の死去】 タイプライター ②
62 昭和18年 3 月 2 日 宮城県立仙台第一中学校卒業式祝辞案 タイプライター ②
63 昭和18年 3 月19日 祝辞案【東北六県主催国民学校訓導長期講習会修了式】 タイプライター ②
64 昭和18年 4 月 7 日 告辞案（医専入学式） タイプライター ②
65 昭和18年 4 月 8 日 告辞（臨教入学式） タイプライター ②
66 昭和18年 4 月11日 祝辞【宮城県塩釜中学校開校式】 タイプライター ②
67 昭和18年 4 月15日 弔辞案【金属材料研究所実験補助菅原繁男の戦死】 タイプライター ②
68 昭和18年 4 月23日 祝辞案【財団法人大日本体育会宮城県支部発会式】 タイプライター ②
69 昭和18年5月1日 弔辞案【金属材料研究所助教授柴田仁作の病死】 タイプライター ②
70 昭和18年8月8日 弔辞案【講師鹿又貞治郎の戦死】 タイプライター ②
71 昭和18年8月25日 臨時救護幹部練成講習会開講式辞案 タイプライター ②
72 昭和18年8月28日 故市原通敏弔辞案【工学部教授の戦死】 タイプライター ②
73 昭和18年8月31日 故教授市原通敏弔辞【戦死】 タイプライター ②
74 昭和18年9月1日 故教授長尾巧弔辞【病死】 タイプライター ②
75 昭和18年9月21日 第三回東北薬学専門学校卒業式祝辞 タイプライター ②
76 昭和18年9月23日 告辞【卒業証書授与式告辞】 タイプライター ②
77 昭和18年9月23日 加茂正雄先生紹介【卒業証書授与式の記念講演の講師】 タイプライター ②
78 昭和18年10月1日 告辞【入学宣誓式告辞】 タイプライター ②
79 昭和18年10月8日 無題【大詔奉戴日の学生壮行大会告辞】 タイプライター ②
80 昭和18年10月18日 出陣学徒壮行式祝辞 タイプライター ②
81 昭和18年10月19日 昭和十八年十月十九日文化講義総長紹介の辞 タイプライター ②
82 昭和18年10月21日 第四回国民学校訓導長期講習会開会式祝辞 タイプライター ②
83 昭和19年5月1日 青森医学専門学校開校式祝辞 手書き（熊谷） ③
84 昭和19年11月18日 開会の辞（国際文化協会―十一月十八日）【仙台国際文化協会秋季講演会】 手書き ②
85 昭和19年11月20日 祝辞案【帝国在郷軍人会東北帝国大学聯合分会結成式】 手書き（坂本） ②
※典拠：①＝「〔式辞草稿綴〕」（総務 /2010/H66-1）、②＝「祝・弔・式詞綴 /昭和18年 8 月」（総務 /2010/H66-2）、③














































「〔式辞草稿綴〕」と「祝・弔・式詞綴 /昭和18年 8 月」に収められている式辞はタイプライ
ターによって打ち込まれたものがほとんどであるので、それがどのような経緯で作成されたの
かは詳らかではない。ただし、一部であるが起案過程がわかる式辞案が存在する。表の 3 ～ 5
番は、全て1941年 2 月11日の紀元節式典における総長訓辞に関する式辞草稿であるが、文言の













者である小山鞆繪（1884～1976）である18）。1931年 3 月に文学士を授与され、同年 5 月10日に
は哲学研究のため、東北帝国大学大学院に入学している。1933年 4 月25日に大学院を退学し、



































































































9）『昭和十八年度概算書部局提出（其ノ一）』、財主 /2009/ Ⅱ -83、東北大学史料館所蔵。
10）『昭和二十年度部局提出概算書』、財主 /2009/ Ⅱ -94、東北大学史料館所蔵。
11）熊谷岱蔵『筆のまゝ』（熊谷謙二、1957年）87～90頁。
12）藤田敏彦「熊谷君に感心したこと詫びることなど」、『追慕』114～116頁。
13）「〔式辞草稿綴〕」・「祝・弔・式詞綴 /昭和18年 8 月」、総務 /2010/H66-1・ 2 、東北大学史料館所蔵。







人事公文・叙位・ 4月、 5月・第 4巻』、平 2総00004100、国立公文書館所蔵。
20）以上、振興委員会については、前掲永田「「大学ノ革新振興ニ関スル具体的方策ノ件」と大学振興委員会」
を参照。
21）『文芸春秋』19-10、1941年。
22）官界新体制については、滝口剛「「官界新体制」の政治過程」『近畿大学法学』（42-3・ 4 、1995年）を参照。
23）「慶弔関係綴」、総務 /2010/H61、東北大学史料館所蔵。
【付記】本稿は JSPS 科研費　JP16K04518（基盤研究C「帝国大学における研究者の知的基盤に関する研究」、
研究代表者吉葉恭行）の成果である。
